













































































































　①　t＋1 期の在庫量は，t期の在庫量at から販売量yt を引き，t＋1 期の納入量qt を加えたものに等し
い。なお 1 期の在庫量a1 は上限在庫量USに等しい。
　②　毎期，売残りの場合つまり需要量xt が在庫量at よりも小さいときには，販売量yt は需要量xt に等













  在庫量 （1）
  売上量 （2）












する過去の納入量のうち，より古い納入日の納入量が先に客に渡されるものとする 4 ）。1 期からt'期まで


















期間が 5 ならば，7 期までは在庫として残るが，8 期以降では販売されず在庫から取り除かれる。生鮮品











　ただし，初日と納入日以外はqijt =0 である。また後出の面積の制限が満たされない場合はRijt=0 とす
る。Rijt から各商品の全販売期間での粗利益の合計IRij が次のように計算される。
  各商品の全販売期間での粗利益の合計 （9）
　IRij から各棚の全商品の粗利益の合計SRi が次のように計算される。
  各棚の全商品の粗利益の合計 （10）
　SRi から店全体の全棚の粗利益の合計TRが次のように計算される。


































































　基準となる上限在庫量をUSB とし，それに対する棚全体の粗利益をSRB とする。＋1 増加する商品の
番号をjとしその近傍の点をUSj として，それに対する棚全体の粗利益SRj とする。
　　1）　ある上限在庫量USB での棚全体の粗利益SRB を計算する。
　　2）　USB の近傍の点USj でのSRj ( j=1,…,Ni)を計算し，そのうち(SRj−SRB)/βj が最大になるjをjm
とする。
　　3）　(SRjm−SRB)/βjm≦ 0 のとき探索を終了する。
















































　以下，ツールの計算機能を説明しその計算例を示す 7 ）。計算例では，棚の数を 3 とし，棚 1 に 5 財，棚





　表 1 は，Excelのシートに入力された棚 1 と棚 2 の各商品の価格・パラメータの値と計算された粗利
益と利用面積を示したものである。斜線の部分が計算されたものである。棚 3 については紙幅の都合で







商品数 割当面積 商品番号 j 1 2 3 4 5
5 200 売値 pj 500 500 800 500 500
粗利益計 利用面積 仕入値 cj 300 200 400 300 300
85,000 200 面積係数 βj 1 1 1 4 1
消費期間 CTj 10 10 2 10 2
発注間隔 OIj 5 5 5 5 5
期待値 μj 6 6 5 5 5
標準偏差 σj 3 3 2 2 2
上限在庫量 USj 30 48 13 20 29
粗利益 IRj 19,900 54,100 13,600 19,100 -21,700
棚 2
商品数 割当面積 商品番号 j 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
10 300 売値 pj 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 500 2,000
仕入値 cj 600 400 800 600 600 600 600 600 300 1,200
粗利益計 利用面積 面積係数 βj 2 2 2 5 10 2 2 2 2 2
313,600 299 消費期間 CTj 10 10 10 10 10 5 2 10 10 10
発注間隔 OIj 5 5 5 5 5 5 5 3 5 5
期待値 μj 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
標準偏差 σj 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
上限在庫量 USj 20 26 6 3 5 8 2 20 10 25
粗利益 IRj 44,400 74,000 7,200 7,200 12,000 19,200 4,800 42,000 12,000 90,800
棚数＝ 3　店舗の総割当面積＝900 全棚の利用面積＝898　総利益＝5,514,000
表 1　棚 1 と棚 2 の価格・パラメータ，上限在庫量，粗利益，面積
1）各商品の上限在庫量を入力し，粗利益と使用面積が計算される。斜線部分は計算結果である。
2）価格・パラメータの値は変更可能である。





販売期間　30日 利用面積　200 全粗利益　85,000 需要の標本平均
5.1 6.8 5.2 4.4 4.7
上限在庫量 全販売期間の粗利益 需要の標本標準偏差







a1 a2 a3 a4 a5 R1 R2 R3 R4 R5 x1 x2 x3 x4 x5
 1 -22,500 200 30 48 13 20 29 -6,000 -5,100 -1,200 -4,000 -6,200 6 9 5 4 5
 2 12,400 159 24 39 8 16 24 2,000 4,500 2,400 500 3,000 4 9 3 1 6
 3 7,500 110 20 30 0 15 0 3,500 2,000 0 2,000 0 7 4 4 4 4
 4 9,000 83 13 26 0 11 0 2,000 3,500 0 3,500 0 4 7 5 7 8
 5 7,500 44 9 19 0 4 0 3,000 2,500 0 2,000 0 6 5 4 5 1
 6 7,000 17 3 14 0 0 0 1,500 5,500 0 0 0 9 11 5 4 2
 7 1,500 3 0 3 0 0 0 0 1,500 0 0 0 4 6 8 5 7
 8 -17,400 183 27 34 13 20 29 -4,600 -4,300 1,200 -4,000 -5,700 7 5 8 4 6
 9 13,500 141 20 29 5 16 23 3,500 2,000 4,000 2,000 2,000 7 4 6 4 4
10 8,000 86 13 25 0 12 0 500 2,500 0 5,000 0 1 5 7 10 1
11 12,000 40 12 20 0 2 0 6,000 5,000 0 1,000 0 12 10 3 4 4
12 1,500 10 0 10 0 0 0 0 1,500 0 0 0 6 3 5 4 1
13 -14,400 167 18 35 13 18 29 -900 -1,100 -2,800 -3,400 -6,200 9 9 3 4 5
14 8,600 125 9 26 10 14 24 1,500 1,500 1,600 3,000 1,000 3 3 2 6 2
15 7,500 61 6 23 0 8 0 1,000 4,500 0 2,000 0 2 9 2 4 3








まったか確認できるようにしている。表 3 は探索結果である。棚 3 は省略した。
棚 1
探索回数 133 財番号 1 2 3 4 5
割当面積 200 探索初期値 0 0 0 0 0
利用面積 199 探索後上限発注量 38 54 9 22 10
粗利益　計 127,100 探索後粗利益 23,900 56,400 16,800 20,000 10,000
棚 2
探索回数 151 財番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
割当面積 300 探索初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
利用面積 300 探索後上限発注量 31 28 10 0 0 30 6 21 5 19
粗利益　計 358,800 探索後粗利益 62,400 76,800 12,000 0 0 61,600 12,400 44,000 6,000 83,600




















　表 4 はその計算結果である。表 4 の粗利益 2 以外は棚統合による菱型探索の結果を各棚へ分配した
ものである。粗利益 2 は棚ごとの菱型探索による粗利益である。粗利益 1 の計714,600は粗利益 2 の計













棚 商品数 利用面積 粗利益 1 粗利益 2 各棚の上限在庫量
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
1 5 84 95,700 127,100 16 51 8 0 9
2 10 569 491,000 358,800 31 43 10 29 0 30 6 24 19 49
3 15 247 127,900 162,500 4 3 0 3 0 5 7 1 6 2 4 3 4 4 3
計 30 900 714,600 648,400
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